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【 小学校・生活科 】
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【報告書のポイント】

・小学校では、幼児教育の中で総合的に学んできたことを生活科が引き受けて、生活科と国語、生活科と算
数、生活科と図画工作というように他教科との合科的・関連的な指導に取り組んでいる。生活科を担当す
る先生方は、各教科をどのようにつなげていくのかを意識しながら教育活動を行っていく必要がある。

・ＩＣＴを使うことによって、「多様性を生かす」「振り返り表現する」「伝え合い交流する」ということが実現さ
れていく。

・子供たちの遊びを通した活動が、小学校教育にどのようにつながり、学校の授業ではどのように実現し、
先生方がどのようにサポートしているのかがわかっていくと、保育園や幼稚園ではどのような活動をし、保
育をしていくのかということがより一層明らかになり、質の高いものになっていくことを期待している。



１ 行政説明 文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 齋藤 博伸



各教科で期待される
資質・能力を育成す
る低学年教育として
滑らかに連続、発展
させること。
幼児期に育成された
資質・能力と小学校
低学年で育成する資
質・能力とのつなが
りを明確にし、そこ
での生活科の役割を
考える必要がある。

幼保小の架け橋プロ
グラムによって、幼
児教育も小学校教育
も保育の質や授業の
質を高める取組をし
ている。



幼児期に学んだこと
をいかに小学校につ
なげていくのか。

小学校では、幼児教
育の中で総合的に学
んできたことを生活
科が引き受けて、生
活科と国語、生活科
と算数、生活科と図
画工作というように
他教科との合科的・
関連的な指導に取り
組んでいる。

生活科を担当する先生方は、各教科をどのように
つなげていくのかを意識しながら教育活動を行っ
ていく必要がある。



生活科の学習過
程を繰り返すこ
とによって、生
活科の資質・能
力が育成されて
いく。

身近な人々、社
会及び自然を自
分との関わりで
捉え、よりよい
生活に向けて思
いや願いを実現
しようとする。

今まで生活科が大事にしてきた気付き
の質の高まりが深い学びである。



体験と表現を繰り返
しながら、体験の質
もレベルアップし、
表現の質もレベル
アップしていく中で、
資質・能力を育成し
ていく。

表現活動を工夫する
ことによって、表現
活動を伝える活動、
意見交換する活動、
振り返る活動の中で、
無自覚だったものが
自覚していく。個別
だったものが関連付
く。自分自身に気付
いていく。

気付いたことを基に考える多様な学習活動が必要となったり、言葉を中心としなが
ら絵や動作、劇化などの多様な方法で表現し、考えていくことが求められている。



指導計画の作成例

縦軸：学習の過程
横軸：小単元

生活科の単元計画を考
えていくときに意識し
てほしいこと
・どのくらいの時間を
使ったのか
・どのような順番で
やったのか
・学習過程のどこに当
たるのか

時数を入れることで、体験活動や表現活動にかけた時間が把握しやすくなり、
次年度に向けて評価、改善がしやすくなる。

合科的・関連的な指導の工夫のために、関連する教科を位置付けることで関連
教科が理解しやすくなる。





初等教育資料でＩＣＴ
端末の効果的な活用に
ついてコーナーを立ち
上げ、小学校でどのよ
うな使い方ができるの
かを紹介している。

生活科においても、事
例を紹介している。

各学校でＩＣＴの活用
が効果的に行われるこ
とがますます求められ
ている。



視覚、聴覚、触覚、味
覚、嗅覚などを使って、
じっくりと観察し、没
頭していく。
それを絵や文で表現す
る、観察カードに書く、
友達と伝え合う。

自分が面白いと思った
瞬間で撮影することが
できる。
道で撮影するときは夢
中になってしまうので、
安全には十分配慮する。

子供が撮りたいと思う自発性やタイミング、角度、大きさと
いった能動性がどちらも保障されていることが大切である。



ＩＣＴを使うことによって、
「多様性を生かす」
「振り返り表現する」
「伝え合い交流する」
ということが実現されていく。

気付きの質を高める指導

・多様性を生かす
・振り返り表現する
・伝え合い交流する
・繰り返す試行錯誤する





幼児の主体性と先生の意図
をバランスよく絡ませてい
くことがポイントになる。

先生主導の一方的な保育の
展開ではなく、一人一人の
幼児が先生の援助の下で主
体性を発揮して活動を展開
できるような、幼児の立場
に立った保育の展開が求め
られている。

活動の主体は幼児であり、
先生は活動が生まれやすく
展開しやすいように意図を
もって環境を構成する。

これらが発達に必要な体験になる



資質・能力の３つの柱につ
いては、幼、小、中、高で
統一されている。

生活科と共通する部分

・知識及び技能の基礎
・思考力、判断力、表現力
等の基礎



平成２７年 平成３０年

基本的な方針や
取組事例につい
ては、大きく変
わることはない
ので、ぜひ見て
もらいたい。



幼児教育と小学校教育の
違いや段差を意識しなが
ら、円滑に接続するよう
に、時間割の構成、単元
の配列、教師の関わり方
などが書かれている。

園ではどうだった？どう
したい？どうする？

というように主体性を発
揮できるような教師の投
げかけが大きなポイント
となる。



幼児の発達や学びを理解
する。
０からのスタートではな
い根幹がここにある。
どのような学びや育ちが
あるのかを把握する必要
がある。

期待する児童の姿を共有
し、スタートカリキュラ
ムの実施期間を検討して
いく。



業前活動として園での遊
びや歌を取り入れ、安心
して楽しく始められるよ
うにする時間を取ってい
く。

短い時間の組合せとして、
3分の1や0.5などのカウン
トをしたり、また2時間続
きの学習を取り入れたり
することによって、意欲
が継続したり、集中力が
継続したり、また興味・
関心が高まっていき、充
実することが考えられる。

生活科を中心とした合科的・関連的な指導の工夫も、2時間目と3時間目とか、4時間目と5時間目を組み合わせ
ることによって、学校探検をしたら、今度は見つけたものの数を数える算数を行ったり、学校探検で見つけた
ものを図画工作で絵に書いたりということができるようになる。



幼保小の架け橋プログ
ラムの実施に向けての
手引き及び参考資料

クレープ屋さんごっこ
をしている時にみられ
る１０の姿



生活科のどんぐりなど
秋のものを使って遊ぶ
単元における１０の姿
の関連

小学校1年生の単元の
中にも確かに１０の姿
が見られることを理解
することができる。

青字・・・知識及び技能の基礎
緑字・・・思考力、判断力、表現力等の基礎
オレンジ字・・・学びに向かう力、人間性等



赤で書いているところが
課題で、青で書いている
ところが成果だが、多く
の課題が浮き彫りになっ
ている。

連携への意識改革が必要
である。

資質・能力をつなぐ。
１０の姿の理解と活用。
理念の共有。

これらによってスタート
カリキュラムの更新とい
うことになる。



静岡市の研修会

真ん中に幼児が遊んで
いる様子を先生が記録
したものを置き、１０
の姿で見取るとどんな
姿が見られるのかを分
析的に捉えるという演
習をしている。



架け橋期のカリキュ
ラムは、5歳児と1年
生の2年間

１０の姿や資質・能
力で期待する子供の
姿を共有する。

子供たちが経験を生
かす、または思いや
願いを実現する単元
構成にしていくこと
が、学校の授業では
求められる。

教師の関わりや環境の構成、手立てなど、どのような指導方法が必要なのかということが
検討され、それが授業に結びついていく。



子供たちの遊びを通した
活動が、小学校教育にど
のようにつながり、学校
の授業ではどのように実
現し、先生方がどのよう
にサポートしているのか
がわかっていくと、保育
園や幼稚園ではどのよう
な活動をし、保育をして
いくのかということがよ
り一層明らかになり、質
の高いものになっていく
ことを期待している。

特に、オレンジ色の部分
を重点的に意識するとよ
い。





長期にわたる飼育・栽培
を行うことで、親身に
なって世話ができるよう
になる。継続的な飼育を
していくことによって、
より親身になって世話を
していく。そのことに
よって、生命の尊さや、
生きているという実感を
持てるのではないか。



動物が適切な環境で
飼育されていくこと
が大事。

管理や繁殖、施設や
環境などについての
配慮として、地域の
専門家や獣医師など
の多くの支援者と連
携していくことが必
要。

休日や、長期休業中
の世話については、
児童や先生方、そし
て保護者、地域の専
門家と連携した取り
組みが必要。



国会等で指摘される学校におけ
る不適切な飼育例が取り上げら
れることがある。
これは、国民の声でもあるので、
こうしたことがないように、よ
く目配せし、よく注目しながら、
各学校を支援してほしい。



学校だけでは、治療費であると
か、どこに連絡するか、どの獣
医師に頼むかというのがなかな
か難しいので、市として取り組
んでいくことが考えられる。



文科省のホームペー
ジに、「学校におけ
る動物飼育につい
て」をアップしてい
る。



生き物単元をどのような指
導計画でやっていくのかが
ポイントになる。
13時間扱いで、学習の過程
が見られる。
体験活動や表現活動をどの
ように設定していくのか、
その時数は適切であるのか、
その活動自体で、どのよう
な資質・能力が育ったのか
ということを明らかにし、
それを実際に授業で実践し、
評価、改善していくことが、
小学校の飼育活動をより一
層充実させていくことにな
る。


